


平成 21 年 6 月 9 日 

日本ダクタイル鉄管協会 

正   誤   表 

｢ダクタイル鉄管による水管橋の設計と施工 ＪＤＰＡ Ｔ ４１｣ 

 

主な変更点 

 

① ３．７．７ 鉛直たわみ量（タイプＩの場合）の展開式が誤表記であった。 

② ３．７．８ 継手②の自重および水重によるたわみ量の式の誤表記について。 

③ ３．７．９ 橋台部分の支圧応力部 Ｂ：コンクリート巻き込み長（ｍ）の誤表記に 

ついて。 
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３．７．７ 鉛直たわみ量（タイプＩの場合） 
  タイプＩの場合の鉛直荷重による水管橋中央部のたわみ量は次式で求める。 
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     ここに、δm：水管橋中央のたわみ量（ｍ） 
       Ｅ ：ダクタイル鉄管の弾性係数（kN/m2） 
 
【現行】Ｐ18 

⎥
⎥
⎦

⎤

⎢
⎢
⎣

⎡
+

⎪⎭

⎪
⎬
⎫

⎪⎩

⎪
⎨
⎧

⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+⎟⎟

⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
⎟⎟
⎠

⎞
+= L

4

1

B

3

1

B

1

B
1

3
1

1222 2-4
96 Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
ｗ・Ｌ

Ｅ・Ｉ

Ｌ
δδ  

⇒
⎥
⎥
⎦

⎤

⎢
⎢
⎣

⎡
+

⎪⎭

⎪
⎬
⎫

⎪⎩

⎪
⎨
⎧

⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+⎟⎟

⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+= L

4

1

B

3

1

B

1

B
1

3
1

1222 2-4
96 Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
ｗ・Ｌ

Ｅ・Ｉ

Ｌ
δδ  

 
【現行】Ｐ22 

ここに、δc1：固定端曲げモーメントによるコンクリートの支圧応力（kN/m2） 
         Ｂ ：コンクリート巻き込み長（ｍ） 
 
    <参考> φ75～250・・・0.5ｍ 

        φ300～400・・・1.0ｍ 

        φ450～600・・・0.5ｍ     ⇒ φ450～600・・・1.5ｍ （正）     

 

以  上 












































































































	表紙
	目次
	1.　はじめに
	2.　水管橋の構造および特長
	2.1　構造
	2.2　特長

	3.　水管橋の設計
	3.1　構成
	3.2　継手の種類
	3.3　付帯設備
	3.3.1　防渡柵
	3.3.2　空気弁
	3.3.3　歩廊

	3.4　キャンバ
	3.5　防食
	3.6　設計条件
	3.7　設計
	3.7.1　設計の流れ
	3.7.2　管断面の諸数値
	3.7.3　荷重
	3.7.4　管体応力
	3.7.5　ＦＴ形継手安全性
	3.7.6　温度変化による管の伸縮量
	3.7.7　鉛直たわみ量（タイプIの場合）
	3.7.8　長支間水管橋での管路線形（タイプIIの場合）
	3.7.9　橋台部分の支圧応力


	4.　設計計算例
	4.1　構造
	4.2　使用材料
	4.3　計算条件
	4.4　管断面の諸数値
	4.5　荷重
	4.6　管体応力
	4.7　ＦＴ形継手の安全性
	4.8　温度変化による管の伸縮量
	4.9　管路線形（タイプIIの場合）
	4.10　橋台部分の支圧応力

	5.水管橋の施工
	5.1　水管橋架設工事手順
	5.2　事前調査
	5.3　架設工法の選定　
	5.3.1　一括吊り込み工法
	5.3.2　単管吊り込み工法（ステージング工法）

	5.4　一括吊り込み工法の施工手順
	5.4.1　仮設支持台方式
	5.4.2　固定金具方式

	5.5　単管吊り込み工法（ステ－ジング工法）の施工手順
	5.6　水管橋前後の取り付け配管

	6.　橋梁添架配管
	7.　防凍工
	8.　参考資料
	8.1　基本となる指針
	8.2　詳細設計の基準
	8.3　関連法規
	8.4　諸数値
	8.5　ＦＴ形継手の接合要領

	MEMO

	裏表紙



